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中小企業による自らの成長を目指す取組の円滑化１

中小企業の経営基盤の強化２

産業分野の特性に応じた中小企業の事業活動の活発化３

◎ に向け
令和５年に施行１０年を迎える「滋賀県中小企業の活性化の推進に関する条例」
について、これまでの取組の「総括・検証」および今後の施策展開の「検討」を実施。

概要

・条例で定める３つの基本方向をテーマとして設定。
・結果の検証に加えて、各テーマで論点（仮説）を定め、今後の施策展開を提言する。
・大きな視点（滋賀県⇒日本⇒世界）、長期的な視点（さらに１０年後の２０３０年代）に着目。

「滋賀県中小企業の活性化の推進に関する条例」
施行10年の総括・検証および検討の諮問

厚生・産業常任委員会 資料１－３
令和 4 年（ 2 0 2 2 年 ）３月 8 日
商工観光労働部中小企業支援課



◎ 全体スケジュール

・今回の条例10年総括・検証作業および検討を行うに際して、庁内全体で議論するため、関係各課局で構

成する「条例10年タスクフォース」を設置。
・各所属の業務分野においてどのような変化があったのか、今後の方向性はどうあるべきなのか、この

チームで検討。まずは部内関係課で検討を進め、年度内に庁内全体へ展開。
・検討に際しては、有識者ヒアリング等を含めて幅広い意見を聴取していくことを重視。

2

総括・検証 今後の施策展開への検討 条例改正の検討・施行10年に向けた展開
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目指すゴール：『滋賀らしい次世代の中小企業の活性化推進』に向けた県施策への反映
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答申

・目的
・スケジュール
・テーマ案の提示

・考察データ、県事業の
分析。

・テーマ案を踏まえた論点
（仮説）設定、総括、検証。

・総括、検証のとりまとめ
・論点（仮説）の再検証

最終
報告

・R5予算、実施
計画への反映

～条例10年タスクフォースについて～

※諮問までの当面
の予定
3/8 常任委員会
3/25 活性化審議会
◎タスクフォース、

有識者ヒアリング
は並行して作業実
施。


